
PTSデータの入力方法

他システムとのデータをやりとりする際に利用する「PTSデータ」について、入力方法および注意事項を
説明します。
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• PTS形式データを入力する場合は以
下の手順で行います。

※ プラネットデータがある場合は、先
にプラネットデータをインポートして
ください。

• PTSとは、GXとそれ以外の棚割ソフト間でデータをやり取りするファイル形式です。

• PTSの形式は、「Ver3形式」、「Ver2形式」、「Ver1形式」があります。出力先の対応バージョンに合わ
せて選択してください。

【PTSバージョンによる違い】

• Ver1：商品の「陳列情報」、「フェース数」のみをやり取りできます。

• Ver2：Ver１に加えて「棚サイズ（幅・高さ・奥行）」をやり取りできます。

• Ver3：Ver2に加えて商品の「積上げ」、「在庫数」、「奥行数」をやり取りできます。

新しいバージョンほど情報量が多く棚割の再現性が高くなります。

• 初期画面より［モデル］-［インポー
ト］-［外部データ］-［PTS］を選択しま
す。

• PTSフォルダの［参照］から、上位
フォルダを指定します。



• 棚割モデルを登録する「棚割区分」
にチェックを入れ、［選択］を押しま
す。

• 棚割モデルを登録する「チェーン」を
選択し、［選択］を押します。

• 「売場」を選択し、［選択］を押します。



• 棚割モデル情報を編集します。

• 棚割モデルを１つ選択し、「棚割モ
デルID」と「開始日」を入力します。
指定された棚割モデルは「編集」項
目に「済」のマークが付きます。

※ すべての棚割モデルに「棚割モデ
ルID」「開始日」を指定してください。

※ まとめて同じ情報を入力しインポー
トしたい場合は、棚割モデルを複数
選択した状態で［一括編集］ボタン
を押して、情報を入力してください。

• ［一括取込］をクリックしてください。

• 棚割モデルの取込が完了すると、
「取込」項目に「*」マークが付きます。

• ［ログ表示］を押して「エラー件数」
が「0」であるかを確認してください。
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